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　本書の本論は、3 部構成になっている。第 1 章の序論につづいて、第 1
部（第 2 ～ 6 章）では、プロテスタントにおける「説教」が、ティリッヒ
の信仰理解と説教での伝達に基づいて分析される（21 頁）。つづく第 2 部
（第 7 ～ 11 章）では、浄土真宗の教学における信心と説教に関する分析が
行われる。そして、最後の第 3 部（第 12 ～ 13 章）では、プロテスタント






















































　第 13 章では、様々な論点に関して、第 1 部と第 2 部の考察で得られた
結果に基づき、浄土真宗とティリッヒの対比がなされている。
　先述した通り、法話と聴聞は、浄土真宗の宗教的実践において重要な要
素とされているが、著者が指摘している通り、体系的かつ、他宗教との比
較の視点を含むような、浄土真宗の法話に関するまとまった研究は存在し
ていない（343 頁）。著者も言及するエリザベス＝ハリソン氏や関山和夫
氏らによる研究はあるものの、この分野に関する研究が極めて少ないこと
は、その重要性を鑑みると驚くべきことである。
　本書は、そうした欠を補うべく、浄土真宗の中における、「法話」の位
置づけを体系的に明らかにし、プロテスタント神学者であるティリッヒの
思想との比較を通して、浄土真宗、ティリッヒそれぞれの思想の中での法
話／説教の位置づけの特徴を明らかにしている。著者も述べているよう
に、こうした対比は、自らの伝統や、現在行われている実践をより深く知
ることにつながる（491 頁）。浄土真宗の伝道のあり方を考えるにあたっ
て、本書は、ユニークかつ、重要な視座を提供してくれている。
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